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空港競争力の源泉である
航空ネットワークの徹底強化［戦略方針］ 3

戦略目標（2021年度）

就航都市数（海外） 135都市以上

就航都市数（国内） 27都市以上

航空機発着回数 27.5万回

航空旅客数 4650万人

国際航空貨物量 215万トン

LCCシェア（旅客便発着回数に占めるLCC割合） 37.5％程度

戦略目標（2021年度）

ピーク時間帯の時間値 72回

温室効果ガス（CO₂）排出量（発着回数1回あたり） 2015年度比：  7％削減（2020年度末までに）
2015年度比：30％削減（2030年度末までに）

　国際拠点空港としての役割を果たし、グローバルな
航空サービスの発展に貢献するために、多方面にきめ
細やかかつ多様なネットワークを構築する。併せて、
旅客、航空会社や物流事業者の動向・ニーズを的確
に捉え、航空会社拠点化、航空物流の拠点化を促進
する。

旅客増加に対応した路線拡大と利便性強化
　羽田空港国際線増枠による環境変化にも対応しつ
つ、訪日外国人旅客の増加が見込まれる中国内陸部
や東南アジア等の路線を拡大する。新たなリゾート路
線の誘致や新たなマーケットの開発も進める。また、

北米方面のネットワークの再構築等で際際乗継の利
便性・快適性の更なる向上を目指すとともに、これま
で以上に際内・内際乗継の受け入れ強化も図る。国内
路線も、未就航エリア（北海道・東北・山陰）への路
線誘致を強化する。

航空会社拠点化促進と航空物流拠点化対策
　多方面にネットワークを構築していくための航空会
社拠点化の促進と航空物流拠点化への対策で、LCC
の拠点化対応では、第3ターミナルの到着ロビー拡張
や増築を進める。航空物流拠点化対策では、夜間飛
行制限の緩和による新たなスロットの活用等を行う。

　成田空港の持続的成長に向け四者協議会での合意
内容を着実に実施し、空港機能の更なる強化を推進す
るとともに、地域との共生・共栄に向けた環境対策や
地域振興の取り組みを推進する。

更なる機能強化の推進
　機能強化では、2019年冬ダイヤからのA滑走路の
夜間飛行制限の変更に向けて、関係機関と協力しなが
ら、夜間延長時間帯の運用体制の構築、交通アクセス
の確保、内窓設置工事による騒音対策の実施など、必
要な準備を遅滞なく進める。さらに、C滑走路建設、B

滑走路延伸等に向け、必要な手続きから具体的な着
手へと着実に進めていく。

共生・共栄策と環境対策の実施等
　地域に根ざした共生策を引き続き推進していくこ
とに加え、空港と地域が共に発展できるよう、共栄策
についてもより一層充実させ、地域との共生・共栄を
図っていく。環境対策では、空港運用に伴う地域への
環境負担低減と地球規模の環境課題に取り組み持続
可能な社会の実現を目指す「エコ･エアポートビジョン
2030」を推進していく。
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